F 村での 春 
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夜、 眠れない と 云っても 樽 野の は、 それだけ 昼間 熟 

睡す るから なので、 神経衰弱と いふ わけではなかった。 

朝寝と 宵 ッ 張りが 次第 に 嵩 じて、 た、 V 昼と 夜と が 入れ 

違って ゐた。 寝つきの 悪さと、 朝の 目 醒め 時の 不機嫌 

さで は 小さい 頃から 樽 野 は、 周囲の 人達に 酷い 迷惑 を 

かけ 続けて 来た。 彼の 母親 は、 寝せ つけよう とすれば 

する 程 如何しても 鎮まらない 彼 を 抱いて、 夜更けに 

屢々 海辺 を さ迷 ひ 歩かなければ ならなかった。 何とい 

ふ 強情な、 煩い 赤ん坊 なんだら う！ と、 奥の 方で 彼 

の 祖父が 舌 を 鳴す のが 聞え るから だった。 自殺 を 覚悟 

して ゐる 者と、 母 は 見誤られ たこと も 一度 あつたが、 



「また！」 と 彼女 は、 小さな 洋酒の 罎を 指差した。 

「あ、、 もう 眠い！」 

その 時刻に なって 襲 ふ 眠気 は、 これ はまた 不可 杭な 

力 を 持って 迫る —— 彼 は、 遊び 疲れた 子供の やうに 

昏々 として 眠って しま ふので あった、 お 午過ぎまで I 

I そして 夜、 如何しても 眠れなかった。 彼 は、 孤り の 

き つ 

部屋で、 苦い 顔 をして 煙草 を 喫し 続ける ばかりだった。 

彼の 思索 は、 如何し たらこの 病 はしい 夜昼 を 正当に 

取り返せる だら うか？ の 一つより 他に なかった。 

彼の 妻 は、 彼に、 朝の 眠気 を 退けて 一 日 起き 通させ 

ようと 努める のであった。 堪えられるならば 彼 は、 勿 



女 は 折々 眉 を 顰めながら、 それでも 彼が、 いよ/ \堪 

ら なくな つ て 家に 龃け 込む まで 如才なく 相手をして ゐ 

た。 

「あ、、 今日は あたし も 疲れた、 あっち は 休んで やら 

うかな？」 

「御免よ、 俺 はもう 口 を 利く の も 堪らない ご 

さう 云って 彼 は、 シャツの 儘 眠って しまった。 二 時 

間と は 眠らない うちだった、 杉 田の 電話で 彼 は 起され 

た。 

「起して しま はう と 思って ゐ るんだ！」 と 彼 は、 それ 

は 彼女の 計画に 違 ひない、 が 起きる の は 死ぬ 程 苦しい 



と 母に 歎願した。 

「馬鹿な！ 病気 だと 云 ふん ぢ やない か。 眠い 位ゐ何 

だ！」 と 母 はた y ならぬ 気色で 叫んだ。 

「お母さんに は 云 はない 方が 好い ぜ、 お前に そんな 病 

気があつ たとい ふこと！」 と 彼の 父 は、 法で も 犯した 

やうに 打ち沈んで 食卓に 突ッ 伏してし まった 悴に 注意 

した。 「彼女の 家に は 何と 云 ふんだ、 一体！」 

彼 は、 五体が 縮まった かと 思 ふと、 体中が 火の やう 

に 熱 くもなった。 

「あれが 起って ゐる間 は、 余 ッ程要 心しない と 何時 怖 

ろしい やつが やって来る かも 知れな いんです からな… 



〜」 と 杉 田 は、 呑気 さう に 云った。 

「僕 は、 何も 気がつかなかった ので！」 と 彼 は 杉 田の 

呑気 さに 鎚る やうに 云った。 (飛んだ ことにな つてし 

まった。 あの 苦しい 夜の 時間 を 少しで も 縮めたい 希 ひ 

だけで、 面白く もない あんな 処に俺 は 出入して …… ) 

まったく 彼 は、 それだけの 希 ひで、 時々 誰に も 気づ 

かれずに 自分の 部屋 を 抜け出す と、 街の 怪しげな 青楼 

におし あがった。 其処で、 ひたすら 酒に 酔って、 眠つ 

て 夜 を 過 さう と 計った の だ。 変な 奴 だ！ とい ふ 風に 

やま ひ 

ばかり 扱 はれた。 —— 一 寸と 気持の 悪い 病気 を 感じた 

が、 こんなに 突然 怖ろ しい 結果になる やうな ものと は 



ぶされ さうな 苦痛 を 唇 だけで 咏ぇ るより 他なかった。 

彼女 は、 

「眼 も 見えない！」 と 云った。 

注射 を 施されて、 痛々 しい 眠りに 彼女 は 陥ち た。 

樽 野 は、 感覚 を 失って、 た、 V 体中が 力— ッ とほて つ 

てゐ るの を 知る だけだった。 あの 執拗な 眠気が、 あの 

ま、 石の やうに 凝固して 頭の 何処かの 隅に こびり つい 

てゐる ま、 で、 胸 はた、 V 火の やうに 踊った。 そして、 

五体 は 烙られ る スルメ の やうに 思慮の ない 狂 ほし さで 

苛々 した。 彼 は、 夜、 愚鈍な 眼差しで 煙草 を 喫して ゐ 

る 己れ の 姿 を、 15 々しく 回想して、 



「朝、 皆な と 一 処に 起きて 呉れる のが、 あたし は 一 番 

救 かる ことなの よご 

さう 云 ふ 妻の 言葉 を 彼 は、 幾度 もく 空に 思 ひ 返し 

てま、 

「大丈夫 だ、 他 易い こと だ。 あ、、 今迄の 俺 は 何とい 

ヽ 嘛 
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途々 そんな 風に 独語して、 天に 誓 ふ 気で 唇 を嚙ん だ。 

「斯う 忙しく 立ち回って ゐれ ば、 これで 今日は 一日 起 

き 通せる わけ だ。 夜 は、 お前の 傍へ 行って 好く 眠る よ 

…… そして、 あしたから は 朝早く —— 」 

彼 は、 哀れな 悦び を 感じた。 



—— 「今日、 F 村へ も 行って、 あの 家 を 見て 来た …… 」 

「住める？」 

「好い …… もう 掃除 —— を 始めて ゐ ます。 あしたから 

移って —— 」 

「遠いだら う？ だって —— 。 尤も 病院へ は 返って 都 

合が 好いだら う。 病院が あるう ち はお 前 も 吾 家 の 用 も 

出来ない だら うから —— 」 

彼 は、 此処で も 落つ いて 話 合って ゐる こと は 出来な 

かった。 眠気と も 解らない 熱ッぼ さが 頭の 中で ジ ー ン 

と 鳴って ゐた。 時刻 は 午 を 過ぎて ゐた。 

それから、 そんな 家財 道具で は？ と 母が 云った の 



き 

の 運動 種目まで を 定めて、 それが 続かなかった、 また 

その 続き を 決めたい 気がした りした。 

「幾日 続く ことか —— 」 と 母 は、 彼が 萊 畑の 方 を 向い 

て 試しに 棍棒 を 振って ゐる姿 を 見て 苦笑 を 覚えた が、 

それでも 快く 眩いだ。 彼 は、 緊張 気分が 如何 かして 衰 

へる ハズ ミ に、 飛び つ くやう に 襲 つ て 来る 眠気と 闘つ 

てゐ たので ある。 

荷物 は 運んで 幾日 か 経った が 彼 は、 未だ F 村へ 落着 

く余猶 はなかった。 —— あわた ゾ しく、 医院 を、 日に 

何度か 訪ねた。 勿論、 用事 はない、 また 落着いて 話し 

込む わけで もない のに 医院への 往復の 途中に はいちい 



ち 父の 家に 立ち寄った。 いつも 杉 田 は、 そこに 居て 何 

か 彼の 父に 相談 をして ゐた。 母の 家へ 立ち 帰る と 紛失 

物で も 探す やうに そわく と 家中 を さ迷った。 終日 彼 

は 何 かの 物に でも 憑かれた 患者の やうに きょと/ \ と 

して ゐた。 夜 は 半ば を 取り返して ゐた。 宵のう ちから 

夜中の 十二時 頃まで はぐつ すりと 眠れた が、 その 先 は 

醒めて、 その 儘 彼 は 昼間 を 起き 通す のであった。 午後 

になって 襲 ふ 眠気が 夥しかった。 

父の 家の 裏庭に は 何時でも 杉 田の 自動 自転車が 置 放 

しにな つて ゐた。 古くな つて 乗り心地 でも 悪い のか、 

杉 田が 恰で 顧みなかった ので 樽 野 は、 始終 これに 乗つ 



て、 あの 日 以来 あの やうに 彼方此方と 駆け回つ たので 

ある。 石ころの 多い 街道 を、 まっしぐらに、 屢々 F 村 

の 新居へ も 駆った。 これが 無かった ならば 彼 は、 到底 

昼間 を 過す ことが 出来なかった に 相違ない。 彼 は、 凝 

つと して ゐる のが 堪えられなくなる と、 何の 当 もない 

のに、 車 を 駆って、 彼方此方と 無闇に 飛び回った。 そ 

して 妻に 対する 苦痛、 後悔、 午後の 夥しい 眠気、 何と 

いふ こと もない 気分の 果敢な さ 、 漠然と し た 焦慮 等 を 

蹴散らした。 

「冬になる と 猪が 出る。 兎 位 はお 午 休みに 鉄砲 を 担い 

で 一 回りして 来れば 一 羽 は 無論 獲れ ますな、 山鳥、 雉 



その 晚 のうちに 彼 は、 うめき 声 以外に は 何の 言葉 も 

発する ことなしに、 妻が 寝て ゐる 医院へ 寝台 俥で 運ば 

れた。 

「その 苦しみ は 解る！ もう 直ぐ 着く から、 うなり 声 

を 少ゥし 我慢して 下さい。 俥屋 さん、 成るべく 裏通り 

を 行かう ね ご つき 添って 来て 呉れた 杉 田の 声 を、 幌の 

外に 彼 は微に 感じた。 杉 田が 云った 通リ 急性 睾丸 炎と 

診断され た。 苦悶の 状態 は 妻と 全く 同様だった。 

彼等 は、 歩行が かな ふやう になる まで 医院で 暮 した 

後に、 漸く F 村に 引き あげた。 蕾に も 気づかなかった 

と 妻が 云 ふ 堀 ふちの 桜 は、 大方 散って 新芽の 方が 目立 



つて ゐた。 

「こゝ だけが お 花見の 場所なん です つてね ご 

「うむ ご 

「あたし は 東京で もお 花見と いふ もの を 見た ことが な 

いので、 今年 は 此処の を 見ようと 思って ゐ たのに！」 

「僕 も —— 。 此処の は 何でも 三 四 年 前から 始まった の 

で、 僕 も、 さう 云へば 未だ 見た こと はない ご 

二人 は、 葉桜の 下 を 歩く 時には そんな こと も 話し合 

つた。 彼等 は 毎日 F 村から 町の 医院まで 一 日が かりで 

通 ふので あった。 静かに 注意 深く 歩いた 方が 好 もしい 

とい ふ 医家の す、 めだった。 だから 彼 は、 嘗て ォ— ト 



みちの リ 

バイで 疾走した 相当の 道程 を、 人目の ない ところでは 

妻に 肩 を 借して、 自分 は 武骨な アッシュの 杖 を 突き、 

一 方の 脚 を 義足の やうに 剛直 させた ま、、 ぶら り/^ 

と 歩く のであった。 一度 回復し か、 つた 夜昼の ことな 

ど は 入院 以来 一た まりもな く 元に 戻って ゐ たが、 この 

頃 こそ は、 朝、 否応な く 起されなければ ならなかった。 

町への 往復、 眠 さとの 闘 ひ は、 肉体が 健康で ないだ け 

に 夥しい 苦し さだった。 

「だが、 今度 こそ は 余儀なく、 取り戻せ るに 違 ひない。 

やがて、 ほんとうの 朝起きの 習慣が ついて 呉れる だら 

うご さう 思って 彼 は、 自分 を 励まして 明るい 希望 を 持 



つた。 さう いふ 習慣が ついた 後の 健康な 生活 を 花々 し 

く 空想した。 健やかに 母 達に 会へ る 日 を 希った。 母 は、 

彼の 病名 を 聞き 知った 時に、 汚ら はしい！ とほき 出 

して 横 を 向いた きりだ つたと いふ こと を 彼 は 人伝に 聞 

いた。 

毎朝の 樽 野の 惨め さは、 見苦しかった。 …… 屹度、 

その 刹那に 彼 は、 明るければ 明るい 程 不気味な 夢の 中 

で 若 少し 続け づには 居られない 何 かしら 弁解 風な 言葉 

を 誰かに 向って 放って ゐる 途中が 多かった —— 決して、 

その 儘で は 手のと、 V かない 隅 棚 の 上で 労働 向き の 真 新 

しい 目醒 時計が、 人 を 突き飛ば すかの やうに 鳴り 出し 



…… 成る 程、 藪鶯の 声が 聞え る。 

「稀に は 落着いて 吾 家で 朝御飯 を 食べてから 出かけ ま 

せうよ。 ベルに 驚かされな いうちに 眼を醒 すよう にし 

た 方が、 あたしの やうに 気分が 晴々 しい！」 

時には、 ベルが 鳴り 出す と 一 処に彼 は、 おそらく 夢 

中な の だら う、 不思議な うなり 声 を 発する - ,1 とも ある 

—— などと 彼女 は 附け加 へ た。 

「ベ ルが 鳴らない うちに —— 」 

「それ ぢゃ俺 は、 一睡 もしない ことになる ご 

と 彼 は、 絶え入り さう に 眩いた。 妻 は、 一 言で も 言 

と ぎ 

葉 を 止 絶ら せ たなら ば 彼が 再び 眠って しま ふこと を 怖 



れて、 彼が 返事 をせ ずに は 居られない 問 ひを考 へて、 

矢継ぎ早 やに 放たなければ ならなかった。 彼女 は目醒 

時計の 代り を 努めて ゐる こと を 思 ふと、 馬鹿々々 しく 

苛々 する ことが 多かった。 

「ハ ヽヽヽ ヽ！」 彼女 は、 わら ひたくな いが 故意に 

干 高い 空 笑 ひ をした。 「だから さ、 一 日 はっきりと 我 

慢 すれば その 晚 から は、 だんん \ に 治る ようにな るん 

ぢ やない の ご 

「そんな こと は解リ 切って ゐ ら！」 

憤らせて しま ふこと も 効が あつたが 彼女 は 静かに 

「帰りに お父さんの 処に 寄らない ことにし ませうよ。 



しみに 比べて 何方が？ と 訊かれたならば、 恐怖が 伴 

うて ゐる だけに 夜の あの方が 救から ないだら う。 転げ 

込んで 寝入って しま ふ 時 は、 一種の 強い 快楽 …… かし 

ら。」 

「好いで せう、 朝！」 彼女 は、 言葉 を 反らして 空 を 仰 

いだ。 「好い！ これ は 何よりも 幸福 だ。 これで 眠気 

さへ なかったならば —— 」 と 彼 も 空 を 仰いだ が、 朝の、 

ゆらゆらと 浮游して ゐる 眠気に は 薄ら 甘い 陶酔 を 覚え 

た。 「僕 は、 こんな 風に 朝の 光り を 浴びながら 歩いて 

ゐ ると、 綺麗な 思 ひ 出に でも 耽って ゐる 見たい な、 だ 

が 何の かたち もない 夢が、 た、 V 豊かに 感じられる よご 



てゐれ ば、 あなたの 朝の 苦しみ は 何時に なって 治る か 

知れない し！ でも、 もう 少した つたら 寄っても、 眠 

ら ないでも 済む ようになる でせ うご 

「実務！ 何 かの ビジネスに 俺 もたず さはった 方が 幸 

せに なリ さう だ ご 

彼等 は、 各々 の 言葉に 夢 を 持 つて 語り合 ひながら 村 

境 ひの 橋 を 渡った。 

「当分 F にば かり 住まない こと。 あそこから ならお 父 

さんの 処に通 ふの は 不便 ぢ やない わ。 直接 あなたに は 

云 はない けれどお 父さん、 杉 田さん の 仕事の 方に あな 

た を 使 ふんだ つて 云って ゐた わご 



「早く 夏に なって 呉れ！ 朝、 いきなり 海へ 飛び込む 

んだ、 そしたら 目 だって 醒める だら う。 あの 家から な 

ら 裸で 駆け出し たって、 平気なん だ ご 

彼等 は、 何時も 決って ゐる 松林の 砂原で 休息す るの 

であった。 其処で、 バスケット を 開いて 玉子の サンド 

ヰ ツチ を 喰べ た。 ふり かへ ると F 村が 深緑の 小山の 裾 

で 静かに 朝 陽 を 浴びて ゐる。 街道の 行 手に は 町が、 紫 

色に 煙って ゐる。 弓な りの 入江の 中腹で 彼等 は、 箱庭 

の やうな 景色 を 眺めた。 沖の 水平線に 晴れた 日 だけ は 

薄く 望める 水色の 島から は、 微かな 白い 煙りが 立ち 昇 

つ てゐ る。 



入口に 蜘蛛が 巣 を 張った ので、 遂に 見逃された —— 彼 

処の 山奥に は その 古木が 残って ゐる さう だ ご 

「あら、 小ち やい 汽車 見た いなもの が 走って ゐる わよ。 

あんな 処を？ あれ、 何でせ う？」 

さ 

「軽便鉄道 だよ。 —— 岬が 絶れ てゐ る、 一 寸と 先き に 

豆粒み たいな 島が 見える だら う。 源義経 は、 此方の 岬 

から あの 島 を 眼が けて 一 足 飛びに 飛び越える ことが 出 

来たんだ つて！」 

「あれに 乗って 見たい な。 何処へ 行く 汽車なん でせ う 

…… ぉッ、 笛 を 鳴らした！」 

(蜜柑が 漸く 色 づき はぢ めた 頃 彼等 は、 その 汽車で 二 



時間 あまり か、 る 岬の 裏側の 村に 移リ 住んだ ので あつ 

た。) 

「お前 こそ、 ほんとうに 飛んだ 目に 遇 はされ たとい ふ 

ものだね。 何と 云 はれても 俺 は 一 言 も 無い ご 

「え、 ご 

「何時頃まで か、 る だら うご 

き 

「通って ゐれば 限りが なさ、 うね。」 

「と 云って 此方から 訊く の は 何だか 厭 だね。 好い加減 

で 止めて しま はう か？」 

「あなたに 好い 習慣が つ いた 時分に？」 

「 …… 目が回る 見たい だ。 脚が 自分の ものと 思 はれな 



い！ 眠 さ！」 

「ぢ や、 また 今日 も 駄目ね ご 

医院が 済む と 彼等 は、 許される 限りの 速歩で 父の 家 

の 門 をく くった。 彼 は、 二階へ 駆け あがって 眠り を 貪 

つた。 彼女 は、 何ん な 点で も 彼に 似た ところの ない 此 

処の 元気の 好い 事務家の 仲間に 加 はって 働く 時間が 最 

も 楽しい！ と 云って ゐた。 彼女 は 樽 野と 結婚す る 前 

も、 学校の 帰りに は その 父が 経営して ゐた 運輸 会社の 

事務所へ 回って 今のに 似た 小 事務 を 司って ゐた。 東京 

と 田舎、 学校と 医院 —— 違 ひ は それだけ だ、 などと 云 

つた。 た y その 頃 は 今の やうに 事務の 時間の 方に 安易 



ところ、 とても 忙しい ご 

樽 野 は 二階に 戻って また 寝床へ もぐった が、 もう は 

つきり と 醒めて ゐた。 これから 朝までの 彼の 夜が 開け 

るので あった。 彼等 は F 村へ 帰り 損った 時 は 此処に 泊 

つた。 彼等が 泊る と、 父 は 母の 家の 方へ 戻った。 彼 は 

此処の 様子から 或る 不快な 疑 ひ を 父に 持った。 二階の 

様子に おそらく 常の 父の 趣味に そぐ はない ケバ /、し 

い 雰囲気が あった。 疑 ひの 目 を 見張る と 彼 は、 独りで 

あかくな つた。 肉親で あるが 為に 特に 感ずる、 理性の 

他の、 云 ひ 憎 ひ 恥ら ひ、 奇妙な 不気味 さだった。 互 ひ 

に 解って ゐても 彼の やうな 種類の 病気と なると、 明ら 



び 半分に 来 るんだ ね ご 

「でも 東京に 居れば あたし 達 だって 滅多に わざ/ \ 行 

き はしない わご 

「さう かも 知れない な、 だけど 吾々 はこん な 時で もな 

ければ ね ご 

椅子 を 火鉢の 囲り に 集めて 彼等 は、 観て 来た 芝居の 

批評 を 初めて ゐた。 

デスク 

「ほんとう！ 杉 田さん？」 干 高い 声で 彼 は、 未だ 机 

に 向って ゐる杉 田に 呼び掛けた。 妻 達の 方 は 一 寸と言 

葉 を 止 絶ら せた。 彼 は 思 ひ 切って 何 かに 飛びつ いたや 

うな 亢奮で 痛く 胸 を 打 たれて ゐた。 



「はっきり 解ったら 如何で せう ご 

「お父さん は、 母さんが 怖ろ しいで せう、 あたし 達 は 

此処に は 来られなくなる わね ご 

つい 彼が 機会 を 脱して 二人 は、 もう 三日 も F 村へ 帰 

リ 損って ゐた。 彼 だけ は 医院へ も 行き 損って ゐた。 妻 

が 一 日の 務め を 終へ て 眠くなる 頃に 彼 は 漸く 起き だし 

て、 これから F 村へ 帰らう かな どと 云 ふので あった。 

彼の Breakfast が 彼女の 夕餉と 一 処 だった。 一 一階で 二 

人 は、 仕出 屋 からの 晚飯を 食べて ゐた。 

「今から 帰る の は 無理 だ わご 

「俺 は 今夜から でも 自分の 仕事に 取り か 、りた いんだ 



相手 を 意識し ない 風で 眩いて ゐる 夫の 態度から、 珍 

らしく 彼女 は 不気味な 熱 を 感じた。 

「東京 へ 行 くんなら 何 か 頼みた い ことがある ッて、 

さ つき 

先刻お 父さんが 云って らして よ。」 

「熱が あるのに、 何故 仕事の こと を 思 ふと 一種の 憂鬱 

に 打 たれ るんだら う。 その 憂鬱 も 極く 小さい 範囲で、 

その 癖 堅苦しい。 常識的な 何 かに 囚 はれて ゐる 見たい 

な —— 兎も角、 東京へ は 行って 来よう かな 9 よ 

しヅ、 明日の 朝 行って 来る、 ぢゃ、 もう ー晚 F へ は 帰 

るまい …… 往復の 汽車の 時間 を 眠ったら 好いだら うご 

「汽車で 眠れない 方が 好い かも 知れない わ、 さう すれ 



ば 明後日から 屹度 昼間が 取り戻せる ようになる わ！」 

「さう だ ごと 彼 は、 突然 拳 を 固めて 膝 を 叩いた。 そし 

て、 初めて 微笑 を 浮べた。 「そいつ は 巧い 考 へだ。 俺 

は 汽車で 眠れない 性分なん だ、 それだけの 目的で 充分 

だ。 仕事 をす るに しても、 夜 はもう 閉口なん だ、 碌な 

こと は考へ やしないご 

「ほんとうに —— 夜ぢ や！ 飛んだ ことに …… 」 

「いや、 それ は …… 。 F 村で、 あそこの 朝 はほんとう 

に 快い。 これ は 大丈夫 だ、 明日 一番の 汽車で 出掛けよ 

うご 

「遠過ぎたら 途中で 引き返しても 好い わね、 兎も角 我 



ひま 

「鉄砲ば かり 打って ゐる 閑がない からです よ。 これ は 

余 外な 仕事なん です もの。 それに、 あなた は 未だ あの 

山の 様子 を 御存じな いから ご と 杉 田 は 不平 を洩 した。 

「何と 云って 買 ふ？」 とまた 父 は、 型録を 指差しな が 

ら 彼に 云った。 「これ を 見せて、 これ を 呉れと 云 ふか？ 

それとも、 た、 V トラップと 云 ふか、 店先き でさ。 何 だ 

かお 前に は 買へ さう もない 気がする ご 

「あんた はつまん ない こと を 気にして ゐ るんで すね ご 

杉 田 は 仰山に 顔 を 顰めながら 彼の 父 を 圧す 真似 をして、 

彼に 同意 を 求めた。 「買物なん です ものね。 何と 云つ 

たって 関 ふもんです かねえ ご 



「え、 ご と 彼 は、 さっきと 同じ やうに 呆然と 点頭いて 

ゐた。 —— 彼 は、 眼に 見えない 何 かに 自分 だけが、 く 

どくから か はれて ゐる 気がして ならなかった。 

彼 自身 は 気づいて ゐ なかった が、 傍の 誰でもの 眼に 

は、 彼が 可成り 激しい 神経衰弱に 罹って ゐる のがもう、 

大分 前から 明らかだった。 だから 彼の 行動 を 皆な 内心 

では 案じて ゐ たが、 症状に 就いては 誰も 彼に 告げな か 

つた。 

(十五 年 • 十一月) 
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